
（
救
急
用
具
）

（
救
急
用
具
）

第
百
五
十
条

（
略
）

第
百
五
十
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

区
分

数
量

条
件

区
分

数
量

条
件

一

イ

航
空
運
送
事

業
の
用
に
供
す

る
飛
行
機

客
席
数
が
十
九

を
超
え
る
も
の

最
初
の
耐
空
証
明
等
が
平
成
二
十
年
六

月
三
十
日
以
前
に
な
さ
れ
た
も
の
（
衝

撃
に
よ
り
自
動
的
に
作
動
す
る
航
空
機

用
救
命
無
線
機
を
装
備
す
る
も
の
に
限

る
。）

一

（
略
）

一

イ

航
空
運
送
事

業
の
用
に
供
す

る
飛
行
機

客
席
数
が
十
九

を
超
え
る
も
の

最
初
の
法
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
耐
空
証
明
又
は
国
際
民
間
航
空
条
約

の
締
約
国
た
る
外
国
に
よ
る
耐
空
性
に

つ
い
て
の
証
明
そ
の
他
の
行
為
（
以
下

こ
の
表
に
お
い
て
「
耐
空
証
明
等
」
と

い
う
。）が
平
成
二
十
年
六
月
三
十
日
以

前
に
な
さ
れ
た
も
の
（
衝
撃
に
よ
り
自

動
的
に
作
動
す
る
航
空
機
用
救
命
無
線

機
を
装
備
す
る
も
の
に
限
る
。）

一

（
略
）

（
略
）

二

（
略
）

二

（
略
）

一

（
略
）

一

ロ

（
略
）

一

ロ

（
略
）

一

（
略
）

（
略
）

（
証
明
書
等
の
承
認
）

（
証
明
書
等
の
承
認
）

第
二
百
三
十
五
条

（
略
）

第
二
百
三
十
五
条

（
略
）

２

法
第
百
三
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
、
法
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
耐
空
証
明
又
は
同
条
第
七
項
の
耐
空

証
明
書
と
み
な
さ
れ
る
航
空
機
の
耐
空
性
、
騒
音
及
び
発
動
機
の
排
出
物
に
つ
い
て
外
国
が
行
つ
た
証
明
そ
の

他
の
行
為
及
び
こ
れ
に
係
る
証
書
そ
の
他
の
文
書
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
証
明
等
」
と
い
う
。）は
、
国
際

民
間
航
空
条
約
の
附
属
書
と
し
て
採
択
さ
れ
た
標
準
、
方
式
及
び
手
続
を
採
用
す
る
締
約
国
た
る
外
国
（
当
該

航
空
機
が
国
籍
を
有
す
る
外
国
と
当
該
航
空
機
の
使
用
者
が
住
所
を
有
す
る
外
国
と
の
間
に
国
際
民
間
航
空
条

約
第
八
十
三
条
の
二
の
協
定
が
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
協
定
に
よ
り
当
該
航
空
機
に
係
る
証
明
、
免
許

そ
の
他
の
行
為
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
た
外
国
に
限
る
。）の
行
つ
た
証
明
等
（
タ
ー
ボ
ジ
ェ
ッ
ト
発
動
機
又
は

タ
ー
ボ
フ
ァ
ン
発
動
機
を
装
備
す
る
最
大
離
陸
重
量
が
三
万
四
千
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
超
え
る
航
空
機
の
騒
音
に
つ

い
て
の
証
明
等
に
あ
つ
て
は
、
国
際
民
間
航
空
条
約
の
附
属
書
十
六
第
一
巻
第
三
章
、
第
四
章
及
び
第
十
四
章

の
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
証
明
等
に
限
る
。）及
び
国
土
交
通
大
臣
が
適
当
と
認
め
る
も
の
と
す

る
。

２

法
第
百
三
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
、
法
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
耐
空
証
明
又
は
同
条
第
七
項
の
耐
空

証
明
書
と
み
な
さ
れ
る
航
空
機
の
耐
空
性
、
騒
音
及
び
発
動
機
の
排
出
物
に
つ
い
て
外
国
が
行
つ
た
証
明
そ
の

他
の
行
為
及
び
こ
れ
に
係
る
証
書
そ
の
他
の
文
書
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
証
明
等
」
と
い
う
。）は
、
国
際

民
間
航
空
条
約
の
附
属
書
と
し
て
採
択
さ
れ
た
標
準
、
方
式
及
び
手
続
を
採
用
す
る
締
約
国
た
る
外
国
（
当
該

航
空
機
が
国
籍
を
有
す
る
外
国
と
当
該
航
空
機
の
使
用
者
が
住
所
を
有
す
る
外
国
と
の
間
に
国
際
民
間
航
空
条

約
第
八
十
三
条
の
二
の
協
定
が
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
協
定
に
よ
り
当
該
航
空
機
に
係
る
証
明
、
免
許

そ
の
他
の
行
為
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
た
外
国
に
限
る
。）の
行
つ
た
証
明
等
（
タ
ー
ボ
ジ
ェ
ッ
ト
発
動
機
又
は

タ
ー
ボ
フ
ァ
ン
発
動
機
を
装
備
す
る
最
大
離
陸
重
量
が
三
万
四
千
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
超
え
る
航
空
機
の
騒
音
に
つ

い
て
の
証
明
等
に
あ
つ
て
は
、
国
際
民
間
航
空
条
約
の
附
属
書
十
六
第
一
巻
第
三
章
及
び
第
四
章
の
基
準
に
適

合
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
証
明
等
に
限
る
。）及
び
国
土
交
通
大
臣
が
適
当
と
認
め
る
も
の
と
す
る
。

改

正

後

改

正

前

・
附
属
書
第
２
（
第
14条
関
係
）

・
附
属
書
第
２
（
第
14条
関
係
）

航
空
機
の
騒
音
の
基
準

航
空
機
の
騒
音
の
基
準

第
１
章
国
際
民
間
航
空
条
約
の
附
属
書
16第
１
巻
第
２
章
が
適
用
さ
れ
る
航
空
機

第
１
章
国
際
民
間
航
空
条
約
の
附
属
書
16第
１
巻
第
２
章
が
適
用
さ
れ
る
航
空
機

１

１
最
大
離
陸
重
量
が
8618㎏

を
超
え
る
プ
ロ
ペ
ラ
飛
行
機
（
最
大
証
明
重
量
に
お
け
る
必
要
滑
走
路
長

が
610ｍ

以
下
の
航
空
機
並
び
に
農
業
用
及
び
消
防
用
の
航
空
機
を
除
く
。）で

あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
航
空
機

の
騒
音
の
基
準
は
、
当
該
航
空
機
の
最
大
離
陸
重
量
に
応
じ
次
の
表
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

１

１
最
大
離
陸
重
量
が
8618㎏

を
超
え
る
プ
ロ
ペ
ラ
飛
行
機
（
最
大
証
明
重
量
に
お
け
る
必
要
滑
走
路
長

が
610ｍ

以
下
の
航
空
機
並
び
に
農
業
用
及
び
消
防
用
の
航
空
機
を
除
く
。）で

あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
航
空
機

の
騒
音
の
基
準
は
、
当
該
航
空
機
の
最
大
離
陸
重
量
に
応
じ
次
の
表
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。
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